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Notch シグナルと Wnt シグナルに注目した。Notch シグナルは、胎生期において骨格筋幹細胞の
自己複製を制御しており、反対に Wnt シグナルは骨格筋幹細胞の分化を促進すると考えられてい
る。これら両シグナルを構成する遺伝子の定量解析を行った結果、Notchシグナルの標的遺伝子で
ある Hes1と HeyLのmRNA発現量は FO群で有意に低値を示した一方で、Wntシグナルの細胞
外リガンドである Wnt3や R-spondin1 の mRNA発現量は FO群で有意に高値を示した。このこ


















ライトセルのマーカー遺伝子である Myf5 や MyoD のタンパク質発現量も Adult マウスおよび
















を運動モデルとして採用した。4 週齢の C57BL/6j 系雄マウスを用い、200mg/kg のストレプトゾ
トシンを腹腔内投与して糖尿病を誘導した STZ (Streptozotocin) マウスと比較対象として溶媒を
投与した Veh (Vehicle) マウス双方について、強制走運動を行わせた Run群と通常飼育した Cont 





加した。また、Notch シグナルを構成する DLL4、Hes1、HeyLおよびWnt シグナルの細胞外リ


















 平成 27年 12月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
